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H. Fukumoto CHUKYO LAWYER
【第 2回】（平成22年 2 月23日）
　（ 1）裁判員制度の実施状況について（報告）
　（ 2）法曹三者の裁判員制度への対応の現状









【第 5回】（平成23年 3 月 1 日）
　（ 1）裁判員制度の実施状況等について（報告）
　（ 2）今後の検討会の検討議題、検討方法等について













































































































































死亡被害者数	 求刑合計	 死刑宣告	 無期刑宣告
　 1 名	 100件	 32人　32%	 68人　68%
　　うち殺人	 48件	 18人　38%	 　30人　62%
　　うち強盗殺人	 52件	 14人　27%	 　38人　73%
　 2 名	 164件	 96人　59%	 　68人　41%
　　うち殺人	 65件	 31人　48%	 　34人　52%
　　うち強盗殺人	 99件	 65人　66%	 　34人　34%
　 3 名	 82件	 65人　79%	 　17人　21%
　　うち殺人	 61件	 44人　 2 %	 　17人　28%
　　うち強盗殺人	 21件	 21人 100%	 　 0 人　 0 %






































　　 （ 6 ）死亡被害者 3名以上の殺人事件のうち、無期懲役が宣告された事例（17人）は、①心神
耗弱が認定されたもの、②他の共犯者との刑の均衡や犯行への寄与の度合いの相違、首謀
者が圧倒的な影響力を持っていたような事例、③社会的にみた場合の犯意の単一性、家庭
内という限られた人間関係のもとでの犯行を考慮した事例、などである。
　　 （ 7）死亡被害者 3名以上の強盗殺人事件については、すべてについて死刑が宣告されている。
第 6　おわりに
　ひととおり、裁判員裁判制度発足後、 3年を経過した時点における見直し作業の状況（骨子）を
報告した。今後も「裁判員制度に関する検討会」の作業内容を注視しつつ、現実の裁判員裁判実務
における量刑が果たして、何らかの客観的な基準に基づいたものであるかどうか、個々の事案につ
いて適正な量刑判断がなされているかどうかについて、検討していく必要があろう。
 以上
